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日光におけるアーネスト・サトウと武田久吉
井　戸　桂　子＊














































































































































第１節　在日外国人への紹介　～ The Japan 



























ウィークリイ・メイル』紙（The Japan Weekly 
Mail）に、３月から４月にかけて、４回にわた
り 連 載 し た。 注 ７）“TRAVEL TO THE INTE -




























自 然 環 境 を 指 摘 す る。“TRAVEL TO THE 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































７）“TRAVEL TO THE INTERIOR, YEDO 
TO NIKKO AND BACK March 1872”, 
The Japan Weekly Mail  1870-1874

















13）Ernest  Mason Satow ,  C .M .G and 
Lieutenant A.G.S Hawes, Handbook for 
Travellers in Central and Northern Japan 
second edition revised,（London, John 
Murray, 1884）pp.440-461（国会図書館蔵）
14）The Diaries of Sir Ernest Satow, British 
Minister in Tokyo (1895-1900), Edited 
and annotated by Ian Ruston,（Edition 
Synapse, 2003）pp17-18.（ 以 下、Diaries
と記す。）
15）外国人と日光、サトウと日光については、
井戸桂子『碧い眼に映った日光』（下野新
聞社、2015年）、福田和美『日光避暑地物語』
（平凡社、1996年）、飯野達央『聖地日光へ』
（随想舎2016年）。
16）『国際避暑地中禅寺湖畔の記録～英国大使
館別荘記念公園一般公開記念誌』p.56（同
資料は国際日本文化研究センター蔵）
17）本節は主に以下を参考とした。
　　吉田弘「植村左平次正勝採薬行」『東京家
政大学博物館紀要』第14集、2009年、123
－131頁。
　　小野蘭山『日光採薬記』国会図書館デジタ
ル資料
　　小野蘭山没後二百年記念誌編集委員会編
『小野蘭山』（八坂書房、2010年）
　　「重要文化財指定資料紹介 小野蘭山関係資
料」『国立国会図書館月報』663号（2016年
７月）
　　平野満「小野蘭山『採薬記』の成立と転写
系統の検討」『駿台史学』124号（2005年）
１－26頁。
　　竹中祐典『花の沫』（八坂書房、2013年）
18）サトウが伊藤圭介に同定を依頼した例とし
て、【カンキツ属の一種 Citrus sp.（ミカ
―　　―80
ン科）】明治13年２月（「日本植物研究の歴
史 小石川植物園300年の歩み」より）、並
びに、【ムシトリスミレ】（小島烏水『アル
ピニストの記』より）などがある。
　　　本節の植物学者については、主に、大場
秀章編「日本植物研究の歴史　小石川植物
園300年の歩み」を参考とした。関本平八
については、栃木県立博物館の自然系テー
マ展「郷土の植物家　関本平八」より。
19）五百城文哉と城数馬については、主に以下
を参考とした。
　　武田久吉「高山植物今昔談」『山と人・山岳』
（日本山書の会、昭和45年）
　　寺門寿明編『五百城文哉　高山植物写生図』
（水戸市立博物館、2008年）
　　中村有紀子編『やわらかな光と花に満ちた
世界　五百城文哉の水彩画』（水戸市立博
物館、2013年）
　　中村珖一「五百城文哉と城数馬の日光」『日
光近代学事始』（随想舎、1997）
　　河鍋暁斎とコンドルについては、『暁斎絵
日記』
20）横浜開港資料館編『図説　アーネスト・サ
トウ』（有隣堂、平成13年）92頁。
21）前掲論文、井戸桂子「アーネスト・サトウ
と日光中禅寺」
22）Diaries, p.442.
23）武田久吉の博覧強記については、杉本誠「解
説－植物学と民俗学の見事な融合」、武田
久吉『植物と民俗』（講談社学術文庫、
1999年）
24）武田久吉『明治の山旅』（平凡社ライブラ
リー、1999年）（以下、『明治の山旅』と記
す）24頁。
25）『明治の山旅』27－34頁。
26）Diaries, p.111.
27）『明治の山旅』35－39頁。
28）府立尋常中学校で、久吉や同級の「日本博
物学同志会」の生徒たちは、帰山信順（明
治26年から36年、理科教諭）の指導の下に、
当時訪れる人も稀であった奥多摩や丹沢へ
出かけた。梅沢親光、河田黙、市河三喜が
いるが、授業では半紙に筆で描画をした。
市河の博物篇ノートとして残っている。（日
比谷高校記念資料館より）なお、「山岳会」
は、この「日本博物学同志会」の支会とし
て設立され、英文学を志した市河以外の三
名はその発起人になっている。
29）Diaries, p.300.
30）久吉の次女、林静江氏によれば、浄土院の
中に土地を借りて、建てたのではないか、
とのこと。武田久吉は家族を持ってからも、
子供たちを連れて日光に行き、今井師と親
しかった。
31）『明治の山旅』39－40頁。
32）『明治の山旅』46頁。
33）「山岳会創立前後」『山岳』第61年（1966年）
より。 『明治の山旅』付録、328－341頁。
34）栃木県立博物館、自然系テーマ展「ジョー
ジ・ルイスと武田久吉　－明治日光の昆
虫・植物研究の先人－」平成30年10月。示
唆に富む本企画は、学芸部主任研究員、星
直斗博士による。
35）林静枝「或る年の尾瀬」（『父と子の山』中
央公論社）
